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ご注意 



 

 

はじめに 

このマニュアルは、コンパクトなシングルチップ向けOS：Smalight OS V3用に開発されたGUI構築支援ツール 

Smalight Configurator について説明します。 

Smalight Configurator をご使用になる前に本説明書、及び、Smalight OSリファレンスマニュアル、使用するデ

バイスのハードウェアマニュアルをよく読んで理解してください。また下記関連マニュアルもお読みの上、理解してく

ださい。 

 

【関連マニュアル】 

・Smalight OS リファレンスマニュアル 

・使用するデバイスのハードウェアマニュアル 

・使用するコンパイラのマニュアル 
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1. 概要 

1.1 概要 
 

Smalight Configurator (スマライト コンフィギュレータ)は、マクセルシステムテック株式会社が製造・販売する 

Smalight OS V3用に開発されたGUI構築支援ツールです。GUIによる簡単な操作により、Smalight OSの構築が容

易に行なうことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1-1 Smalight Configurator 概要 

 

1.2 特徴 
・Smalight OSがサポートする全てのルネサスエレクトロニクス製マイコン対応製品を１つのGUIツールで一括

サポート 

・GUI で Smalight OS 構築が容易に行なうことができます。 

・構築情報のエラーチェックによる、設定ミスが排除できます。 

・メモリ見積り機能サポートによる OS メモリサイズが把握できます。 

 

1.3 動作環境 
 

表1-1 動作環境 

項番 項目 詳細 

1 PC/AT互換機 Windows 2000, XP 

 

1.4 サポート OS 
 

Smalight OS V3 以降（関連製品 Smalight TCP/IP, SDK, RSK に含まれる Smalight OS も対象）。 

 

 

config.c 

slos.def 

kinit.c 

入力 

コンフィギュレータ 

出力 

バックアップファイル config.c 

slos.def 

kinit.c 

config.c 

slos.def 

kinit.c 
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1.5 メインウィンドウ 
 

Smalight Configurator のメインウィンドウの構成は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1-2 Smalight Configurator メインウィンドウ 

 

 

1.5.1 タイトルバー 

 

タイトルバーには、アプリケーション名(Smalight Configurator)とバージョンを表示します。また、[最小化]ボタ

ン、 [最大化]ボタン、 [閉じる]ボタンがあります。 

 

 

① タイトルバー 

④ ツリービュー 

② メニューバー 

③ ツールバー 

⑤ メインビュー 

⑦ ステータスバー 

⑥ アウトプットビュー 
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1.5.2 メニューバー 

 

メニューバーには以下のメニューから構成されます。 

 

 

表1-2 メニューバー一覧 

項番 メニュー メニューオプション 意味 

１ ファイル(F) 最近使った構築情報 最近使った構築情報を 3 つまで記憶します。 

2  アプリケーションの終了(X) アプリケーションを終了します。 

3 編集(E) 切り取り(T) Ctrl+X 文字列を切り取り、クリップボードへコピーします。 

4  コピー(C) Ctrl+C 文字列をクリップボードへコピーします。 

5  貼り付け(V) Ctrl+V クリップボードから文字列を貼り付けます。 

6 表示(V) ツールバー(T) ツールバーの表示・非表示を選択します(トグルボタン) 

7  ステータスバー(S) ステータスバーの表示・非表示を選択します(トグルボタン) 

8  構築ﾌｧｲﾙ選択  

9  CPU/カーネルマスクレベル メインビューに該当する設定フォームを表示します。 

10  タスク  

11  イベントフラグ  

12  データキュー  

13  時間管理  

14  周期ハンドラ  

15 構築(B) 構築ファイル作成(O) 構築ファイルを作成します。 

16 ヘルプ(H) バージョン情報(A) バージョンダイアログを表示します。 

 

 

1.5.3 ツールバー 

 

ツールバーには以下のメニューオプションがあります。 

 

 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

 

① メインビューの切り替え 

② メインビューに[構築ファイルの選択]を表示 

③ メインビューに[CPU/カーネルマスクレベル]を表示 

④ メインビューに[タスク]を表示 

⑤ メインビューに[イベントフラグ]を表示 

⑥ メインビューに[セマフォ]を表示 

⑦ メインビューに[データキュー]を表示 

⑧ メインビューに[時間管理]を表示 

⑨ メインビューに[周期ハンドラ]を表示 

⑩ 構築ファイル作成 

 

図1-3 ツールバー 
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1.5.4 ツリービュー 

 

ツリービューにはメインビューの各設定フォームの一覧が表示されます。編集中は各オブジェクトの設定内容

が一覧表示されます。 

 

 

1.5.5 メインビュー 

 

メインビューには、各設定フォームが表示されます。各フォームの詳細は「3 使用方法」を参照ください。 

 

1.5.6 アウトプットビュー 

 

アウトプットビューには、ＯＳのメモリ見積りと各種メッセージが表示されます。各フォームの詳細は「3 使用方

法」を参照ください。 

 

1.5.7 ステータスバー 

 

現在の状態を表示します。 
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2. インストール 

 

Smalight Configurator (スマライト コンフィギュレータ)のインストールは、以下の手順に従い行なってください。 

 

(1) Smalight OS をインストールしたディレクトリ上に “configurator”ディレクトリを作成します。 

 

   デフォルトのインストールディレクトリ 

   <C:¥smalight>  - <os> 

- <doc> 

- <configurator> 

 

(2) マクセルシステムテック株式会社のホームページから Smalight Configurator をダウンロード

し、”configurator”上に格納・解凍します。 
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3. 使用方法 

 

3.1 Smalight Configurator の起動 
 

(1) インストール先に格納される SmalightConfigurator.exe をダブルクリックし、Smalight Configuratorを起動

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-1 Smalight Configuratorの起動 

 

ダブルクリック 

Smalight Configuratorが起動される 
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3.2 構築ファイルの選択 
 

Smalight OS の構築情報を編集するために、はじめに、構築ファイルを選択する必要があります。構築ファイ

ルとは、smalight os で提供される config.c kinit.c slos.def の 3 つのファイルです。 

 

3.2.1 構築ファイル格納ディレクトリの選択 

 

構築ファイルを選択する一番簡単な方法は「構築ファイル格納ディレクトリ」を選択することです。 

 

「構築ファイル格納ディレクトリ」とは、Smalight OSに含まれるOS格納ディレクトリを指します。Smalight OS提

供の環境下では、通常、OS 格納ディレクトリに３つの構築ファイルが格納されております。 

 

構築ファイル格納ディレクトリの選択手順は、 

① [構築ファイル格納ディレクトリ選択]ボタンをクリック。 

                     ⇒ [フォルダの参照]ダイアログが表示 

② [フォルダの参照]ダイアログで” 構築ファイル格納ディレクトリ”を選択後、 

  [OK]ボタンをクリック。 

となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-2 構築ファイル格納ディレクトリの選択 

 

 

 

 

[構築ﾌｧｲﾙ格納ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ選択]ボタンをクリック 

構築ﾌｧｲﾙ格納ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを選択して[OKボタン]クリック 
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構築ファイルが正しく読み込まれると、以下の様に ”ファイル読み込み： OK” というメッセージが出力されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-3 構築ファイル読み込み完了 

 

構築ファイル格納ディレクトリを指定することで、入力構築情報と出力構築情報の config.c、slos.def、kinit.c テ

キストボックスに、各ファイル名が絶対パスで設定されます。この場合、入力構築情報側と出力構築情報側は同

じファイル名が設定されます。 

 

 

 

 

 

 

構築ﾌｧｲﾙ読み込みOKメッセージ 
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例えば、Smalight OS V2の構築情報を開いた場合、“(E)ファイルが見つかりません” メッセージが出力されま

す。その場合、構築情報の編集はできません。Smalight OS V3 の構築情報を正しく選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-4 構築ファイル読み込みエラー 

 

3.2.2 構築ファイルを個別に指定 

 

構築ファイルの読み込み時、入力ファイル、出力ファイルを個別に指定することも可能です。個別に指定する

ケースとしては、 

 

・ Smalight OS V3 のワークスペース側で、config.c kinit.c slos.def の格納場所を変更した場合、 

・ 変更履歴を考慮して、入力ファイルと出力ファイルを区別したい場合(コンフィギュレータでバックアップファ

イルは作成されます)。 

・ アプリケーションのバージョンアップ、移植などで、母体となる構築情報を流用したい場合 (例えば、製品

のシリーズ展開で、R8C/Tiny から M16C へ CPU を変更するとき。Smalight OS プラットフォーム上で上位ア

プリケーション移植) 

 

 

“(E)ファイルが見つかりません“メッセージ出力 

該当ファイルを 

赤字で出力 
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構築ファイルを個別指定する手順は、 

① 個別指定したいファイルのボタンをクリック。 

                     ⇒ [ファイルを開く]ダイアログが表示 

② [ファイルを開く]ダイアログで個別指定したいファイルを選択後、[OK]ボタンをクリック。 

③ 個別に指定したファイルを確認後、[再読込み]ボタンをクリック。 

となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-5 構築ファイルの個別指定 

 

構築ファイルの選択完了後、各種設定を行います。 

 

 

 

ファイル選択後、[開く]ボタンをクリック 

個別指定したいファイルを選択 

個別に指定したﾌｧｲﾙを確認後、 

[再読み]ボタンをクリック 
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3.3 CPU／カーネルマスクレベルの設定 
 

構築ファイルの選択完了後、[CPU/カーネルマスクレベル]をメインビューに表示することで設定できます。以

下に[CPU/カーネルマスクレベル]設定画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-6 CPU/カーネルマスクレベルの設定 

 

設定項目は、[CPU コア]、[CPU モード]、[カーネルマスクレベル]で、プルダウンリストより選択します。選択さ

れる[CPU コア]により、選択可能な[CPUモード]、[カーネルマスクレベル]の内容が変わります。 

詳細はご使用するＣＰＵの「ハードウェアマニュアル」、及び、「Smalight OS V3 リファレンスマニュアル」を参

照ください。 

 

 



 

 12 

3.4 タスクの設定  
 

構築ファイルの選択完了後、[タスク]をメインビューに表示することで設定できます。以下に[タスク]設定画面

を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-7 タスクの設定 

 

（１） タスクの設定では、まず、使用するタスク数、及び、プライオリティタスク数を選択します。タスク数には、

1～127 が設定できます。プライオリティタスク数は 0 以上の値で、最大値はタスク数になります。 

 

（２） タスク数を変更することで、タスク一覧の内容がタスク数に合わせて変更されます。タスク一覧に表示さ

れる項目は以下の通りです。 

 

 表3-1 タスク一覧の項目 

項番 項目 意味 

１ ! 設定が初期値の場合、’＊’を表示します(設定漏れ防止用フラグ)。 

2 ID タスクＩＤを表示します。タスク数を設定することで自動的に決定します。 

3 種別 タスク種別(プライオリティタスク、ローテーションタスク)を表示します。プライオリティタス

ク数を設定することで自動的に決定します。 

4 優先度 タスク優先度を表示します。タスク優先度は 1が高く、値が大きい程低くなります。タスク

数、プライオリティタスク数を設定することで自動的に決定します。 

5 タスク関数 タスク関数を表示します。 

6 初期ステータス 初期ステータスを表示します。 

7 タスクスタックサイズ タスクスタックを表示します。 
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（３） タスク毎の設定は、まずタスク一覧から編集したいタスクを選択し、ダブルクリックします。[タスクの設定]

ダイアログが表示されます。タスク関数、初期ステータス、タスクスタックサイズを編集し、[OK]ボタンを

クリックすると[タスクの設定]ダイアログがクローズされ設定が反映されます。[OK]ボタンをクリックした

とき、変更内容に問題があれば、エラーダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-8 タスク設定の変更 

 

 

 

編集できません 

編集したいタスクをダブルクリック 

編集してください。 

設定完了後、クリック 
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3.5 イベントフラグの設定  
 

構築ファイルの選択完了後、[イベントフラグ]をメインビューに表示することで設定できます。以下に[イベント

フラグ]設定画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-9 イベントフラグの設定 

（１） イベントフラグの設定では、まず、[イベントフラグを使用する]チェックボックスでイベントフラグの要否を

設定します。チェックをすることでイベントフラグが有効になります。不要な場合、チェックを外すことでメ

モリ使用量を低減できます。 

 

（２） 使用するイベントフラグの数を選択します。イベントフラグの数には、1～127 が設定できます。 

 

（３） イベントフラグの数を変更することで、イベントフラグ一覧の内容がイベントフラグの数に合わせて変更さ

れます。イベントフラグ一覧に表示される項目は以下の通りです。 

 

 表3-2 イベントフラグ一覧の項目 

項番 項目 意味 

１ ! 設定が初期値の場合、’＊’を表示します(設定漏れ防止用フラグ)。 

2 ID イベントフラグＩＤを表示します。イベントフラグ数を設定することで自動的に決定します。 

3 待ち解除属性 待ち解除属性(AND、OR)を表示します。 

4 クリア属性 クリア属性の有無を表示します。 

5 待ちキュー属性 待ちキュー属性（タスク優先度順、ＦＩＦＯ順）を表示します。 
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（３） イベントフラグ属性の設定は、まずイベントフラグ一覧から編集したいイベントフラグを選択し、ダブルク

リックします。[イベントフラグ属性の設定]ダイアログが表示されます。待ち解除属性、クリア属性、待ち

キュー属性を編集し、[OK]ボタンをクリックすると[イベントフラグ属性の設定]ダイアログがクローズされ

設定が反映されます。[OK]ボタンをクリックしたとき、変更内容に問題があれば、エラーダイアログが表

示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-10 イベントフラグ属性の変更 

 

 

 

 

 

編集できません 

編集したいイベントフラグをダブルクリック 

編集してください 

設定完了後、クリック 
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3.6 セマフォの設定  
 

構築ファイルの選択完了後、[セマフォ]をメインビューに表示することで設定できます。以下に[セマフォ]設定

画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-11 セマフォの設定 

（１） セマフォの設定では、まず、[セマフォを使用する]チェックボックスでセマフォの要否を設定します。チェッ

クをすることでセマフォが有効になります。不要な場合、チェックを外すことでメモリ使用量を低減できま

す。 

 

（２） 使用するセマフォの数を選択します。セマフォの数には、1～127 が設定できます。 

 

（３） セマフォの数を変更することで、セマフォ一覧の内容がセマフォの数に合わせて変更されます。セマフォ

一覧に表示される項目は以下の通りです。 

 

 表3-3 セマフォ一覧の項目 

項番 項目 意味 

１ ! 設定が初期値の場合、’＊’を表示します(設定漏れ防止用フラグ)。 

2 ID セマフォＩＤを表示します。セマフォ数を設定することで自動的に決定します。 

3 セマフォ資源数の初期値 セマフォ資源数の初期値を表示します(0～255)。 

4 待ちキュー属性 待ちキュー属性（タスク優先度順、ＦＩＦＯ順）を表示します。 
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（３） セマフォ属性の設定は、まずセマフォ一覧から編集したいセマフォを選択し、ダブルクリックします。[セマ

フォ属性の設定]ダイアログが表示されます。セマフォ資源数の初期値、待ちキュー属性を編集し、[OK]

ボタンをクリックすると[セマフォ属性の設定]ダイアログがクローズされ設定が反映されます。[OK]ボタ

ンをクリックしたとき、変更内容に問題があれば、エラーダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-12 セマフォ属性の変更 

 

 

 

 

 

 

 

編集できません 

編集したいセマフォをダブルクリック 

編集してください 

設定完了後、クリック 
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3.7 データキューの設定  
 

構築ファイルの選択完了後、[データキュー]をメインビューに表示することで設定できます。以下に[データキ

ュー]設定画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-13 データキューの設定 

（１） データキューの設定では、まず、[データキューを使用する]チェックボックスでデータキューの要否を設定

します。チェックをすることでデータキューが有効になります。不要な場合、チェックを外すことでメモリ使

用量を低減できます。 

 

（２） 使用するデータキューの数を選択します。データキューの数には、1～127 が設定できます。 

 

（３） データキューの数を変更することで、データキュー一覧の内容がデータキューの数に合わせて変更され

ます。データキュー一覧に表示される項目は以下の通りです。 

 

 表3-4 データキュー一覧の項目 

項番 項目 意味 

１ ! 設定が初期値の場合、’＊’を表示します(設定漏れ防止用フラグ)。 

2 ID データキューＩＤを表示します。データキュー数を設定することで自動的に決定します。 

3 データ数 データ数を表示します(0～127)。 

4 待ちキュー属性 待ちキュー属性（タスク優先度順、ＦＩＦＯ順）を表示します。 
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（３） データキュー属性の設定は、まずデータキュー一覧から編集したいデータキューを選択し、ダブルクリッ

クします。[データキュー属性の設定]ダイアログが表示されます。データ数、待ちキュー属性を編集し、

[OK]ボタンをクリックすると[データキュー属性の設定]ダイアログがクローズされ設定が反映されます。

[OK]ボタンをクリックしたとき、変更内容に問題があれば、エラーダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-14 データキュー属性の変更 

 

 

 

 

 

編集できません 

編集したいデータキューをダブルクリック 

編集してください 

設定完了後、クリック 
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3.8 時間管理の設定  
 

構築ファイルの選択完了後、[時間管理]をメインビューに表示することで設定できます。以下に[時間管理]設

定画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-15 時間管理の設定 

（１） データキューの設定では、まず、[時間管理を使用する]チェックボックスで時間管理の要否を設定します。

チェックをすることでデータキューが有効になります。不要な場合、チェックを外すことでメモリ使用量を

低減できます。 

 

（２） 時間管理の周期ハンドラの周期時間(msec)を設定します。周期時間はユーザ任意です。 
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3.9 周期ハンドラの設定  
 

構築ファイルの選択完了後、[周期ハンドラ]をメインビューに表示することで設定できます。以下に[周期ハン

ドラ]設定画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-16 周期ハンドラの設定 

（１） データキューの設定では、まず、[周期ハンドラを使用する]チェックボックスで周期ハンドラの要否を設定

します。チェックをすることで周期ハンドラが有効になります。不要な場合、チェックを外すことでメモリ使

用量を低減できます。 

 ※ 本チェックボタンは時間管理が有効になっていない状態で ON に設定することができません。時間管理

を有効にした後に、本チェックボタンを有効にしてください。 

 

（２） 使用する周期ハンドラの数を選択します。周期ハンドラの数には、1～127 が設定できます。 

 

（３）周期ハンドラの数を変更することで、周期ハンドラ一覧の内容が周期ハンドラの数に合わせて変更されま

す。周期ハンドラ一覧に表示される項目は以下の通りです。 

 

 表3-5 周期ハンドラ一覧の項目 

項番 項目 意味 

１ ! 設定が初期値の場合、’＊’を表示します(設定漏れ防止用フラグ)。 

2 ID 周期ハンドラＩＤを表示します。周期ハンドラを設定することで自動的に決定します。 

3 周期ハンドラ関数 周期ハンドラ関数を表示します。 

4 周期時間 周期時間を表示します。単位は msec です。 

5 初期起動属性 初期起動属性（起動、停止）を表示します。 
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（３） 周期ハンドラの設定は、まず周期ハンドラ一覧から編集したい周期ハンドラを選択し、ダブルクリックしま

す。[周期ハンドラ属性の設定]ダイアログが表示されます。周期ハンドラ関数、周期時間、初期起動属

性を編集し、[OK]ボタンをクリックすると[周期ハンドラ属性の設定]ダイアログがクローズされ設定が反

映されます。[OK]ボタンをクリックしたとき、変更内容に問題があれば、エラーダイアログが表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-17 周期ハンドラ属性の変更 

 

 

 

編集できません 

編集したい周期ハンドラをダブルクリック 

編集してください 

設定完了後、クリック 
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3.10 ツリービューによる設定内容の確認 
 

ツリービューで各オブジェクトの設定内容を一覧表示することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-18 ツリービューによる設定確認 
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3.11 メモリ見積りの確認 
 

Smalight Configurator では OS が使用するメモリ使用量を、構築情報の設定から自動的に算出して表示して

おります。メモリ使用量を検討する際に活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-19 メモリ見積の表示 

※ Smalight OS 本体のメモリ使用量を算出したもので、アプリケーション全体を表示するものではありませ

ん。 

※ タスクスタックは含まれません。 

※ OS ライブラリの再構築時のメモリ見積りは対応しておりません。メモリ容量が厳しい場合は、不要な機能

を外して再構築することで更に、OS のメモリを節約できます。 

※ メモリ見積りは、事前に十分な評価をしておりますが、セクション配置、4バイト境界、2バイト境界によりマ

ッピングのズレなどの影響でサイズが変わる恐れがあります。 
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3.12 構築ファイルの作成 
 

OS 構築情報を設定完了後、[構築]-[構築ファイル作成]メニューを選択すると、構築ファイルを生成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-20 構築ファイル作成メニュー 

 

構築ファイル作成を実行すると 

  ① 既存の構築ファイルのバックアップします。ファイル名は *.c.bk001 (001 の部分はインクリメント)となり

ます。 

  ② 設定内容をチェックし、問題があればワーニングメッセージをアウトプットビューに出力します。 

  ③ 設定内容を構築ファイルへ出力します。出力ファイルの詳細は、構築ファイル選択ビューの出力構築

情で確認できます。ファイルが作成できない場合はエラー出力されます。 
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以下に、構築ファイル作成時のアウトプットビューの表示例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-21 構築ファイル作成後のアウトプットビュー 
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付録 A 変更履歴 

 

【V1.00.06】 

（１）初版 

 

【V1.00.07】 

（１） 周期ハンドラを有効している状態で時間管理を無効にすると、メモリ見積、および、kinit 出力内容が不

正となる問題を対策しました。 

（２） コンフィギュレータの設定情報をツリービュー出力する機能をサポートしました。 

 

【V1.00.08】 

（１） 構築ファイルから読み込んだ[CPUモード]、[カーネルマスクレベル]の設定値が不正に表示される問題

を対策しました。 

（２） [File]メニューの[最近使った構築情報]の表示内容が不正となる問題を対策しました。 

 

【V1.00.10】 

（１） サポート CPU として、H8SX, H8S/Tiny を追加しました。 

 

【V1.00.11】 

（１） サポート CPU として、SH-2A, SH2A-FPU を追加しました。 

 

【V1.00.12】 

（１） サポート CPU として、RX600 を追加しました。 

 

【V1.00.13】 

（１） サポート CPU として、SH-4A を追加しました。 

 

【V1.00.14】 

（１） サポート CPU として、RL78 を追加しました。 

 

【V1.00.15】 

（１） サポート CPU として、RX200 を追加しました。 

 

【V1.00.16】 

（１） サポート CPU として、SH-4 を追加しました。 

 

【V1.00.17】 

（１） サポート CPU として、RL78（CC-RL コンパイラ用）を追加しました。 

 

【V1.00.18】 

（１） サポート CPU の RX200、RX600 を RXv1(FPU)、RXv1(noFPU)、RXv2(FPU)に修正しました。 
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付録 B メッセージ一覧 

 

B.1 構築ファイル選択時 
 

(E) ﾌｧｲﾙ読込み "構築ファイル名" : NG 

  (エラー) 構築ファイルの読み込みに失敗しました 

 

(E) ﾌｧｲﾙが見つかりません : "構築ファイル名" 

  (エラー) 指定した構築ファイルが見つかりません 

 

(W) CPU が解析できませんでした。CPU は"H8/300H Normal mode"を仮設定します。 

  (ワーニング) CPU の解析に失敗しました。H8/300H Normal mode を仮設定します 

 

(W) CPU ﾓｰﾄﾞが解析できませんでした。""CCR.UI=ﾏｽｸﾋﾞｯﾄ(割込ﾚﾍﾞﾙ=2)""を仮設定します。 

(ワーニング) CPU ﾓｰﾄﾞの解析に失敗しました。CCR.UI=ﾏｽｸﾋﾞｯﾄ(割込ﾚﾍﾞﾙ=2)を仮設定し

ます 

 

(W) CPU ﾓｰﾄﾞが解析できませんでした。""割込み制御ﾓｰﾄﾞ 2""を仮設定します。 

(ワーニング) CPU ﾓｰﾄﾞの解析に失敗しました。割込み制御ﾓｰﾄﾞ 2 を仮設定します 

 

(W) ｶｰﾈﾙﾏｽｸﾚﾍﾞﾙが解析できませんでした。”ﾚﾍﾞﾙｘ”を仮設定します。 

  (ワーニング) ｶｰﾈﾙﾏｽｸﾚﾍﾞﾙの解析に失敗しました。ﾚﾍﾞﾙｘを仮設定します。 

 

(W) ﾀｽｸ数が解析できませんでした。”ﾀｽｸ数=ｘ(ﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨﾀｽｸ数=ｘ)”を仮設定します。 

(ワーニング) ﾀｽｸ数の解析に失敗しました。ﾀｽｸ数=ｘ(ﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨﾀｽｸ数=ｘ)を仮設定します 

 

(W) ｲﾍﾞﾝﾄﾌﾗｸﾞ数が解析できませんでした。”ｲﾍﾞﾝﾄﾌﾗｸﾞ数=ｘ”を仮設定します。" 

(ワーニング) ｲﾍﾞﾝﾄﾌﾗｸﾞ数の解析に失敗しました。ｲﾍﾞﾝﾄﾌﾗｸﾞ数=ｘを仮設定します 

 

(W) ｾﾏﾌｫ数が解析できませんでした。”ｾﾏﾌｫ数=ｘ”を仮設定します。 

(ワーニング) ｾﾏﾌｫﾞ数の解析に失敗しました。ｾﾏﾌｫ数=ｘを仮設定します 

 

(W) ﾃﾞｰﾀｷｭｰ数が解析できませんでした。”ﾃﾞｰﾀｷｭｰ数=%d”を仮設定します。 

(ワーニング) ﾃﾞｰﾀｷｭｰ数の解析に失敗しました。ﾃﾞｰﾀｷｭｰ数=ｘを仮設定します 

 

(W) 周期ﾊﾝﾄﾞﾗ数が解析できませんでした。”周期ﾊﾝﾄﾞﾗ数=%d”を仮設定します。 

(ワーニング) 周期ﾊﾝﾄﾞﾗ数の解析に失敗しました。周期ﾊﾝﾄﾞﾗ数=ｘを仮設定します 

 

(W) 周期ﾀｲﾏﾊﾝﾄﾞﾗの周期時間が解析できませんでした。”周期ﾀｲﾏﾊﾝﾄﾞﾗの周期時間=%d”を仮設定しま

す。 

(ワーニング) 周期ﾀｲﾏﾊﾝﾄﾞﾗの周期時間の解析に失敗しました。周期ﾀｲﾏﾊﾝﾄﾞﾗの周期時

間=ｘを仮設定します 

 

(W) ﾀｽｸの設定が解析できませんでした。仮設定します。ﾀｽｸ一覧で内容確認ください。 

(ワーニング) ﾀｽｸ設定の解析に失敗しました。ﾀｽｸ一覧で内容確認ください 

 

(W) ｲﾍﾞﾝﾄﾌﾗｸﾞ属性が解析できませんでした。仮設定します。ｲﾍﾞﾝﾄﾌﾗｸﾞ一覧で内容確認ください。 

(ワーニング) ｲﾍﾞﾝﾄﾌﾗｸﾞ属性の解析に失敗しました。ｲﾍﾞﾝﾄﾌﾗｸﾞ一覧で内容確認ください 

 



 

 29 

(W) ｾﾏﾌｫ属性が解析できませんでした。仮設定します。ｾﾏﾌｫ一覧で内容確認ください。 

(ワーニング) ｾﾏﾌｫ属性の解析に失敗しました。ｾﾏﾌｫ一覧で内容確認ください 

 

(W) ﾃﾞｰﾀｷｭｰ属性が解析できませんでした。仮設定します。ﾃﾞｰﾀｷｭｰ一覧で内容確認ください。 

(ワーニング) ﾃﾞｰﾀｷｭｰ属性の解析に失敗しました。ﾃﾞｰﾀｷｭｰ一覧で内容確認ください 

 

(W) 周期ﾊﾝﾄﾞﾗ属性が解析できませんでした。仮設定します。周期ﾊﾝﾄﾞﾗ一覧で内容確認ください。 

(ワーニング) 周期ﾊﾝﾄﾞﾗ属性の解析に失敗しました。周期ﾊﾝﾄﾞﾗ一覧で内容確認ください 

 

(W) 構築ファイル slos.def が解析できませんでした。仮設定します。有効無効設定を確認してください。 

(ワーニング) 構築ファイル slos.def の解析に失敗しました。有効無効設定を確認してくださ

い 

 

B.2 構築ファイル作成時 
 

(E) ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾌｧｲﾙが作成できませんでした : "ファイル名" 

  (エラー) ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾌｧｲﾙが作成に失敗しました 

 

(E) 構築ﾌｧｲﾙが作成できませんでした : "ファイル名" 

  (エラー) 構築ﾌｧｲﾙが作成に失敗しました 

 

(W) ID=x のﾀｽｸはﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定のままです。 

(ワーニング) ID=x のﾀｽｸはﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定のままです 

 

(W) ID=x のｲﾍﾞﾝﾄﾌﾗｸﾞはﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定のままです。 

(ワーニング) ID=x のｲﾍﾞﾝﾄﾌﾗｸﾞはﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定のままです 

 

(W) ID=x のｾﾏﾌｫはﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定のままです。 

(ワーニング) ID=x のｾﾏﾌｫはﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定のままです 

 

(W) ID=x のﾃﾞｰﾀｷｭｰはﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定のままです。 

(ワーニング) ID=x のﾃﾞｰﾀｷｭｰはﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定のままです 

 

(W) ID=x の周期ﾊﾝﾄﾞﾗはﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定のままです。 

(ワーニング) ID=x の周期ﾊﾝﾄﾞﾗはﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定のままです 

 

(W) ID=x のﾀｽｸは、ｽﾀｯｸｻｲｽﾞが不正です。 

(ワーニング) ID=x のﾀｽｸは、ｽﾀｯｸｻｲｽﾞが不正です 
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